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こうした影響の一つとして原子炉の温排水によ   

る周辺環境への影響がある。原子力に限らず、火   

力などの発電施設は炉を冷却した温排水が付近の   

海域に放出されている。この温排水により海水温   

が上昇すると、水中の生態系に何らかの影響を及   

ぼし、漁場の変化などを引き起こすのではないか   

という懸念を持たれていることが多い。海水温の   

上昇は植物プランクトンの増殖を引き起こし、比   

較的温暖な地方では赤潮の発生源となる場合があ   

る。そのため海洋環境の調査では海水温度と同時   

に、植物プランクトンの濃度指標となるクロロフィ   

ル濃度の調査も行っているJ  

発電所付近に於いては電力会社や自治体などが   

定期的に取水調査を行っており、調査結果の公開   

を順次行っているが、周辺住民の懸念解消にとっ  

ては情報が不足している感が否めない1）。これら  

の情報の有用性を向上させる為には、より高頻度  

1． はじめに  

世界における電力需要が増加する一方で，従来の  

化石燃料の枯渇や温室効果ガスの排出による地球   

規模での環境変化が懸念されている。これを受け   

て、各国において火力発電に変わる様々なクリー   

ンエネルギーが検討されているが、多くは現行の   

火力発電と置き換わるだけの十分な出力や費用対   

効果が得られていないのが現状である。そのよう   

な中で現在唯→、火力と置き換え可能な高出力な  

発電方法が原子力発電である。実際に日本に於い  

てすでに総電力の3割程度を原子力でまかなってお  

り、その有用性は確かである。  

原子力発電関連施設の設置・運用に関しては、   

設置場所の地元住民や周辺の漁協などの理解が必   

要不可欠であるが、実際には周辺環境に対する影   

響という点で、周辺住民が常に不安を抱えている   

ケースも少なくはない。  
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な観測や、継続観測による平常値と数値の変動幅  

等の統計情報をわかりやすい形で公表していく必   

要がある。しかしながら、観測頻度を上げるため  

には非常にコストがかかることもあり、現実的で  

はない。  

このような環境解析における有効な手段として、  

衛星リモートセンシングが近年注目を集めている  

2，3）。人工衛星による環境観測は、実際の取水調  

査などの実測調査と完全に置き換えられるという  

性質のものではないが、観測頻度、継続性、コス  

ト、調査の安全性、情報量などにおいて、高い優   

位性を持っており、実測調査の補完情報として用   

いることができれば、その有用性は非常に高いと  

考えられる4，5）。   

そこで、本研究では衛星リモートセンシングを   

用いて、東北地方の原子力発電所付近のクロロフィ   

ルーa濃度と海面温度の解析を行い、その有効性に   

ついての検討を行った。  

Fig．1衛星受信設伯の慨盤  

2．2 MODIS  

MODISは受信波長域が405～14385nmで、その   

間を36バンドの帯域に分けて各バンドの分光放射   

強度を取得している。表7？に各バンドの概要を示   

す。これらの各バンドを組み合わせることで、大   

気、陸域、海域の様々な環境解析が可能である。空  

間解像度は250mが2バンド、500mが5バンド、1km  

が29バンドであり、長波長赤外までの受信域を持   

つ環境解析用途としては特に高分解能なセンサー   

である⊂  

2．衛星受信設備およびセンサー  

の概要  

2．1 衛星受信設備  

八戸工業大学では、アメリカNASAの地球観測  

プラットフォーム衛星であるTerra（EOS－AM－1）お  

よびAqua（EOS－PM－1）に搭載されているMODIS  

（Moderate resolutionimaging spectroradiometer，  

申分解能撮像分光放射計）の受信設備を有してお  

り、2003年11月以降、現在に至るまでの環境基礎   

データを収集・保管している。受信設備の概要を  

図2．1に示す。衛星の回帰周期は99分で、受信頻度  

は昼夜各2～4回程度、ほぼ口本全j或に渡っての情   

報を取得できる。  

3．海洋環境解析  

本研究に於いては、海洋環境として代表的なクロ   

ロフィルーa濃度と海面温度の解析を行った。それぞ   

れのデータはNASAが公開しているNASADAAC   

アルゴリズムによるプロダクトとして生成され  

ており、Chl－a画像（Chlorophylトa）、海面温度画像  

（SST）として出力されている。；これらのMODIS画  

像から、調査対象地点付近のデータを読み取って、   

解析を行った。   
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